
東洋医学と聞くと神秘的とか思想的といわれたりします。

全く信じない人は、まやかしだといわれますが、よく考えてみるとまやかしといわれてもおかしく

ないところが多々あるのです。

私がいうのもなんですが、東洋医学の診断法は、本によって全く違うことが書いてあったりするの

です。

これを最初見た時に何の疑問も起こらない方が不思議だと思います。だから頭の固い人にとって

は、やる気を無くしてしまうこともあるのかもわかりません。

また考えなければできませんが、考えてできるものでもないという不思議な医学なのかもわかりま

せん。まあ、そんなことを何千年も前から書かれていたものが信じられているのですから、まやかし

といわれても仕方がないでしょう。

東洋医学の基礎になっている古典という書物があります。難行、素問、霊枢という古典は、代表的な

書物なのですが、あまりにも突拍子もないことが書かれていることもあるので、難解だとされてい

ます。

日本にも鍼灸の書物があり、御薗治療院の名前の由来にもなっている夢分斎というお坊さんが病の

根源は腹部にあるとし、腹部にあらわれた邪を取り去る腹部打針法というのを考えたのですが、こ

の腹診の図が残っています。

ただ、先程書いた難行という書物の中にも腹診図があり、その腹診図と夢分斎の腹診図には、臓腑の

配当が同じではないところがあります。西洋医学で臓腑の位置が違う書物があるといったら、全く

話にならなかったところですが、夢分斎は、多くの書物を読んだとされているので、当然、難行の存

在も知っていたと思うのですが、それでも全く配当図が違います。

このことを疑問に思わない方がおかしいと私は思うのですが、何故か東洋医学をする人達は、問題

なく受け入れています。

そして現代にも様々な腹診図が存在し、同じ腹部を診断しているのにもかかわらず、何故同じ場所

に診断図がないのか・・・。

本当に不思議でなりません。

自分がやっている腹診図が正しいとはいうのですが、何故同じにならないのかという疑問は誰に投

げかけても正しいと思える答えにならないのです。

やはり常識的に考えて、それはおかしいと思うのですが、あまり問題にされていないということに

私はずっと納得がいきませんでした。

それなら、自分なりに納得できる答を考えたいと思った訳です。

ここで重要になるのが、東洋医学には思想的背景があるということです。東洋医学は、気の医学であ

るともいわれます。気が活性化してはじめて、その意味がわかるともいわれていますが、それでは気



とは何かといわれて、一言で答えられる人はいないのではないかと思います。

何となく、その存在はわかりますが、言葉ではあらわせられないというのが本音でしょう。

ますます謎につつまれた医学ですが、一つの思考であると考えた方が良いのではないかと私は思い

ました。人間が何かを思考すれば、神経細胞のおかげで、何らかの微弱電流が流れるはずです。そし

てその微弱電流は、極微量なエネルギーとなって一つの場を形成しているのではないかと考えたの

です。

磁場や電磁場といわれる場が何かを思考することによって作られ、それが生物に影響を与えるので

はないかと・・・。それを気と呼んでいるのではないかと考えています。

どんなことでも良いので物事を考えると身体にエネルギーが作られ、一つの場が形成されるのでは

ないかと考えたのです。

個人的にエネルギーの場には違いがあり、それを表現すると曖昧な形でしかあらわせない。だから

違う形になっているのではないかと考えています。

夢分流という思考をすると夢分流の場ができあがり、夢分流の診断ができると考えると古人が確立

した治療法を現代に再現することができるのではないかと思いました。

そうやって人から人に伝わってきたものが東洋医学なのかもわかりません。一人の人が考えたこと

に対して同じことを考えようとすると同じ現象が起こる。これが気の医学である東洋医学の真髄な

のではないかと思っているのです。

まやかしの治療にまやかしのような説明ですが、意外にもそういう方法で身体を実際に変化させて

しまえることができるのですから、不思議といえば不思議なことなのだろうと思います。

そのことを肯定も否定もしないで、ただ現象だけを受け入れることが東洋医学で最も必要なことな

のかもわかりません。

そんな曖昧なと思われるかもわかりませんが、それで身体が変化するのなら、その手を使わずには

いられないのではないかと思います。

つまり思考や意識は気そのものであり、東洋医学における診断図の違いは、その場の違いだと考え

れば、診断図が今までの書物と全く違っていても何ら不思議なことではなくいということがいえる

のだと思います。   

思うことがエネルギーになり、思いを身体に伝えると何らかの変化が起こります。これを気功と呼

んでいるのだと思います。

例えば、緊張という言葉をエネルギーとして、他人に与えると肩に緊張が起こり、弛緩という言葉を

与えると肩は弛緩します。

嘘だと思う方もあるはずですが、ある程度本当です。ある程度という言い方をしたのは、条件がある

からです。最初から緊張している肩には逆転現象が起こるか全く変化がないという現象が起こりま

す。

肩に何らかの問題がなければ、筋肉は思いのエネルギーを受け付けます。ただその思いのエネル

ギーは純粋でなくてはなりません。



緊張という言葉を発する人が、そんな現象は起こるはずはないという思いがあれば、起こりません。

そういう現象が起こると信じている人にも時々起こらない時があります。

そういうことは起こっても起こらなくてもどちらでも良くて、ただ現象を知りたいと思い、緊張と

いう言葉をエネルギーとして与えることに徹した時だけにこういう現象は起こるのです。

不思議なことだと思う方もあるかもわかりませんが、それが純粋思考という考え方です。ただエネ

ルギーを与える。それ以外に何の思いもない。

これが重要なのです。


